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出典：令和3年度補正予算（経済産業省）
https://www.meti.go.jp/policy/mono_info_service/mono/automobile/cev/cevr3/file1.pdf

EV充電器に係る補助金について

出典：令和５年度概算要求資料（経済産業省）
https://www.meti.go.jp/main/yosangaisan/fy2023/pr/en/seizou_taka_02.pdf

国（経済産業省）が普通充電器及び急速充電器の導入促進に向けた補助金によ
りEV用充電器の導入支援をしている。
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経路充電 目的地充電

〇設置場所別・目的別の区分
• 基礎充電：電気自動車の保管場所（自宅（戸建て、集合住宅）、法人車の車庫等）での充電
• 経路充電：移動の経路上（高速道路のSA・PA、道の駅、コンビニ等）での充電
• 目的地充電：移動先の目的地（ホテル、レジャー施設、商業施設、飲食店等）での充電
〇出力の違いでの区分
• EV充電器は出力の違いにより、普通充電器と急速充電器の２種類に大別される。

普通充電器：出力は低く、充電時間は長い（0から満充電までの時間例:10時間）。
急速充電器：出力は高く、充電時間は短い（0から満充電までの時間例:1時間）。

• 一般的に、基礎充電では普通充電器・急速充電器※、目的地充電では普通充電器・急速充電器、
経路充電では急速充電器が多い。※法人車の車庫等では普通充電に加え、急速充電器も必要

EV用充電器の設置場所と出力の関係

基礎充電

普通充電器、急速充電器急速充電器

自宅（戸建て、集合住宅）
法人車の車庫 等

（充電時間：短い） （充電時間：長い/短い）

高速道路のSA・PA、道の駅、
コンビニ等

ホテル、レジャー施設、商業施設、飲食店等

普通充電器、急速充電器
（充電時間：長い/短い）

※法人車の車庫等には普通充電器に加え、急速充電器も必要。
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普通充電器と急速充電器について
• EV用充電器は普通充電器と急速充電器の２種類

普通充電器：出力は、国内では3kW～6kW程度が一般的。
例：出力6kWの充電器の場合、充電時間は、バッテリー容量60kWh※1のEVで10時間程度※２。

(※１)一充電走行距離500㎞程度。（※２）EVの電池電圧や充電器の電圧にもよる。

諸外国では20kWなど高出力の充電器も存在。
急速充電器：出力は、国内では20kW～90kW程度が一般的。その中で多くは50kW程度。

150kW程度の高出力の充電器も一部あり。
例：出力60kWの充電器の場合、充電時間は、バッテリー容量60kWhのEVで1時間程度※。

※EVの電池電圧や充電器の電圧にもよる。

諸外国では350kWなど高出力の充電器も存在。

出典：e-mobility power
https://www.e-mobipower.co.jp/introduction/general/

普通充電器 急速充電器
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１００kW

２５０kW

３５０kW

２００kW

充電出力

１５０kW

５０kW
CHAdeMO CCS1TESLA CCS2

各国のEV用急速充電器の最高出力値の比較

構成員作成（2022年11月2日時点） ※同一メーカーでも車種等により異なる場合がある。



12出典：第1回カーボンニュートラルに向けた自動車政策検討会（令和3年3月8日）
https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/carbon_neutral_car/pdf/001_06_00.pdf

・北海道や東北エリア等においてEV用充電器の空白地が存在する。

EV用充電器の空白地について



課題と必要な措置（各論）関係
（構成員提言のエグゼクティブ・サマリーに記載の提言項目）
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※構成員提言本体に記載の提言項目のうち、構成員提言のエグゼクティブ・サマリーにも記載の提言項目を掲載（ただし全て掲載し
ているわけではない）。
なお、本資料はあくまで提言の概要を記載した参考資料であり、正確な提言の内容は構成員提言本体を参照。
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（提言概要）高速道路のSA・PAでの充電渋滞の解消①：高速道路SA・PAの駐車場への大量設置

課題
〇高速道路のサービススエリア及びパーキングエリア(SA・PA)においては急速充電器が設置され
ているが、一部のSA・PAでは充電渋滞が発生。この原因として、高出力の急速充電器が複数
台設置されていないことが挙げられる。

必要な措置
○SA・PAの駐車場に十分な数の充電器を導入すべく、事業者が充電能力の拡張性（電線の埋設
管路の設置等）を確保しつつ、円滑に設置事業を進められるよう、関係機関が当該事業に協力
すること。

充電器拡充を見据えた措置の例
埋設管路（送配電線～受変電設備～充電器まで）

の設置

現在の充電器
設置場所
（1マス）

急速充電器を各駐車マスに設置した駐車場
（イメージ）

出典：国土地理院
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課題
〇高速道路のサービスエリア・パーキングエリア(SA・PA)において充電渋滞が発生。
〇このため、SA・PAの駐車場における充電器の設置事業を計画的に進めることも重要だが、高速道路か
らの一時退出による充電器利用を円滑化することも有効。

必要な措置
〇このため、高速道路からの一時退出による充電器利用でも、一時退出しない場合と同じ料金を適用で
きるよう検討すべき。

〇なお、現在、高速道路から一時退出し、道の駅に立ち寄った場合、高速道路を退出せず利用した場合
と同じ料金で高速道路の継続利用を認める実験を国土交通省が実施中。

出典：国交省「高速道路の休憩施設の不足解消に向けた
社会実験について」（令和4年4月15日）

https://www.mlit.go.jp/report/press/road01_hh_001554.html

高速道路を一時退出して利用するEV充電器スタンド
（米国）

国土交通省による高速道路一時退出の実験

（提言概要）高速道路のSA・PAでの充電渋滞の解消②：充電目的のための高速道路の一時退出の可能化

出典：ETCポータルサイト 「賢い料金」社会実験（一時退出）
https://www.go-etc.jp/michinoeki/
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（参考）高速道路のSA・PAでの充電渋滞

〇高速道路のサービスエリア・パーキングエリア(SA・PA)において、充電渋滞が発生している。

出典：CHAdeMO協議会総会資料（令和3年6月4日）
http://www.chademo.com/wp2016/wp-content/japan-uploads/2021GA/e-MobilityPower2021GA.pdf

〇充電渋滞の例


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	　課題と必要な措置（各論）関係�　（構成員提言のエグゼクティブ・サマリーに記載の提言項目）
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9

